
新庁舎建設事業の進捗状況をお知らせします。

新庁舎建設「基本計画」が決定しました。

新庁舎建設の基本計画策定にあたり、市民と議会、行政が一体となって検討してきた「富良野市新庁舎建

設検討委員会」の答申を踏まえ、市民説明会やパブリックコメントで寄せられた市民意見を参考に、令和元

年5月に基本計画を決定しました。今後は、この計画をもとに、基本設計、実施設計、建設工事へと進めて

まいります。

長期にわたり使用していく新庁舎は、市民の生命と財産を守る防災拠点として、災害に強く、また、協働

のまちづくりの拠点として、市民が気軽に訪れて親しみやすく、新たな賑わいが創出できる施設を目指し、

事業を進めてまいります。

なお、基本計画の全文は、市行政情報コーナー、市ホームページ等でご覧いただけます。

また、市民説明会やパブリックコメントで寄せられた市民意見の概要は次のとおりです。今後の設計段階

に参考にさせていただきます。

市民説明会を開催しました。
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新庁舎建設基本計画（案）の内容について、市民説明会を開催

し、次のとおり市民の皆さんと意見交換をしました。

なお、詳しくは市行政情報コーナー、市ホームページでご覧いた

だけます。

■開催期間 平成31年4月９日から18日までの間 5日間

■開催場所 市内５カ所（文化会館、山部福祉センターほか）

■参加者数 66名

【 市民説明会の意見交換の内容（抜粋） 】

・文化会館の大ホールは必要なものだが、利用率を上げる良い方法があればいいと思う。

⇒ 今後の人口減少も考え、コンパクトな施設にする必要があり、大ホールも550～600席程度を想

定。講演会や会議等の利用を増やし、稼働率を上げる働きかけをしていきたいと考えています。

・新庁舎の省エネについて、太陽光ソーラーパネルを利用する考えはあるか。

⇒北海道では太陽光発電で賄うのは難しい状況もありますが、費用対効果を見ながら、ソーラーパ

ネルやヒートポンプ等の省エネ設備の導入を検討することとしています。

・庁舎の建設位置で水害は本当に大丈夫か。

⇒現庁舎は地下に機械室があり、今の状況で浸水すると庁舎が機能しなくなるため、防災拠点とし

てこれらに対処しながら施設を整備することとしています。

・建物の耐震性を確保するのはわかるが、地盤は大丈夫なのか。

⇒地盤のボーリング調査の結果により必要な対応をしてまいります。

・庁舎建設にお金がかかることは仕方ないこと。長持ちする建物を建ててほしい。

・いずれ庁舎は建替えないとならない。国の財政支援があるうちに建てておかないと、将来もっと負

担が増えては困る。

・お茶や軽食をとりながら、市民のコミュニケーションの場が作れたらいいと思う。

・子ども連れの人たちのために、子どもが遊べる場が整備できれば、堅いイメージの市役所も訪れや

すくなり、市民のふれあう場として利用が増えると思う。



パブリックコメント（市民意見提出手続）を実施しました。

お問い合わせ：富良野市役所総務部財政課 Tel．39-2306 Fax．23-2120 E-Mail：zaisei-ka@city.furano.hokkaido.jp

すくなり、市民のふれあう場として利用が増えると思う。

新庁舎建設基本計画（案）のパブリックコメント（市民意見提出手続）を、次のとおり実施しましたの

で、その結果をお知らせします。

なお、詳しくは市行政情報コーナー、市ホームページでご覧いただけます。

■意見募集期間 平成31年４月１日 から 平成31年４月22日

■意見提出件数 ４人（19件）

【パブリックコメントの結果（抜粋）】


